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４月26日，待ちに待った ４月25日，マツモト写真館

一日遠足。１年は毎年恒例 の小林三千代さんと南日本新

の｢高千穂牧場｣｡２年は｢平 聞社伊佐支局長の勝目博之さ

川動物公園｣｡３年は｢生駒高 んを講師に，写真撮影や取材

原･のじりこぴあ｣と学年ご を行う際のマナーやスキルを

とに実施。クラスの絆が一 学ぶ講習会を実施しました。

段と深まった一日でした。 小林さんは，映える写真の
撮り方やピントの合わせ方な
どを実際にスマホを使いなが
ら丁寧に教えてくださいまし
た。

勝目さんは，自分のこれま
での成功や失敗の例を挙げな
がら，取材に当たっては相手
の心を開かせることが重要で
あると教えてくださいました。

５月５日，十曽青少年旅行村こど ４月28日，伊佐市
もの森で伊佐石窯マイスター協会が 菱刈カヌー競技場で
主催するこどもの日イベントが開催 開催された「いさド
され，本校からも10人の生徒がボラ ラゴンカップ2024」
ンティアで参加しました。 に，本校生男女あわ

生徒会長の中渡君は慣れた手つき せて21人が大会ボラ
でピザを焼き，初参加の１年生の ンティアとして参加
奥平さんと德田さんは田野田会長 しました。水上でのス レース中の女子（上）と男子（下）

から手ほどきを受けながら生地を タート補助を行うウ
のばし具材をトッピング。 ォーターマンという

２年 生の 重要な役を任されま
女 子生 徒は した。
主 に大 口高 せっかくなのでと
校米（マイ）クッキーやジュース いうことで，男女と
の販売を担当しました。参加した もレースに体験参加
生徒たちは，爽やかな天候の下で しました。地域のイベントに積極的に協力してくれる大口
清々しい一日を過ごしました。 高校生に，多くの方から感謝の言葉をいただきました。

平成４年５月，ＮＨＫ旗争奪野球大会で大口高校旋風
大口高校は，野球・ラグビーを巻き起こし，並み居る強豪校を倒して初優勝を果たし

・サッカーのコートを同時に取た大口高校野球部。大口の地に優勝旗を持ち帰った姿に
れる，県下でも最も広い校庭を地元の人々は歓喜し，優勝記念パレードも行われました。
持つ高校の一つです。しかし，そのチームを率いた廣瀨裕二監督が， 30年の時を経て
そのグランド整備は大変で，雑再び大口高校に戻ってこられました。情熱は衰えていな
草の駆除も含めて部活動顧問はいどころか，むしろパワーアップしています。その廣瀨
悩まされてきました。監督の下で野球をしたいという生徒が集まり，大口高校

そうした状況を見かねたサッ野球部が見事復活を遂げました。
カー部保護者で竪山自動車を経５月８日に姶良市総合運動公園野球場で行われた姶良
営する竪山さんが，このたびグ伊佐地区大会には，蒲生・霧島・第一高校との連合チー
ランド整備用に中古の軽トラッムで出場。４番を任された
クを提供してくださいました。福元君はそれに応えて見事

車両後部には，グランドレーヒットを放ち，佐土原君は
キを取り付けるためのフックが気迫あふれるプレーでチー
装備してあり，さっそく使用しムを鼓舞しました。
たサッカー部顧問の倉内先生は市民の皆様からも温かい
「これで効率的にグランド整備が出来る。大変ありがたい。」声援をいただいており，今
とのこと。本当にありがとうございます。後の活躍に期待しています。

薩摩大口駅跡に咲く紫陽花


